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地
域
別
研
究
会

東
亜
班
の
構
成
は
一
応
現
行
の
も
の
は
解
消
し
て
新
設
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
に
な

る
が
実
際
に
は
従
来
の
東
亜
班
、
政
策
班
の
一
部
（
人
口
問
題
研
究
会
、
貿
易
研

究
会
）
及
び
南
方
経
済
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
を
以
て
之
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
そ
の
組
織
と
し
て
は
研
究
所
内
現
行
の
南
方
経
済
研
究
室
の
他
に
特
殊
問
題
研

究
室
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
こ
れ
に
タ
ィ
ァ
ツ
プ
し
て
差
し
当
り
十
一
月

か
ら
支
那
問
題
研
究
会
、
蒲
ハ
問
題
研
究
会
（
朝
鮮
を
含
む
）
、
南
方
問
題
研
究
会

（
台
湾
を
含
む
）
の
三
地
域
別
研
究
会
を
設
置
す
る
。

研
究
所
の
特
殊
問
題
研
究
室
と
の
連
絡
は
前
述
の
様
に
直
接
に
は
不
可
能
な
る
た

め
研
究
所
教
授
乃
至
研
究
員
を
通
し
て
種
々
の
企
画
運
営
上
の
連
絡
を
と
る
こ
と

に
な
る
が
、
実
質
的
に
は
現
行
の
南
方
経
済
研
究
室
と
変
り
な
く
東
亜
班
の
一
研

究
会
研
究
所
へ
移
行
す
る
と
い
ふ
形
を
と
る
も
の
と
見
ら
れ
、
こ
の
関
係
は
本
年

新
設
さ
れ
た
特
殊
問
題
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
研
究
部
の
関
係
の
如
き
も
の
と
な
ら
う
。

し
か
し
て
各
研
究
会
の
運
営
方
法
は
大
体
現
行
の
南
方
経
済
研
究
室
の
如
く
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
式
に
な
ら
う
が
、
将
来
は
当
然
実
証
的
調
査
研
究
、
し
た
が
つ
て
学
生
共

同
研
究
の
形
を
と
り
研
究
成
果
が
年
々
残
る
様
な
方
法
が
と
ら
れ
る
も
の
と
見
ら

れ
て
居
り
、
こ
れ
に
よ
り
学
生
問
に
か
、
る
共
同
調
査
研
究
が
盛
ん
に
な
る
こ
と

は
各
方
面
か
ら
要
望
さ
れ
て
ゐ
る
。

研
究
所
と
の
連
絡
は
専
ら
個
別
的
に
教
授
研
究
員
を
通
し
て
な
さ
れ
る
た
め
、
こ

れ
が
連
絡
に
は

研
究
所
側
は
赤
松
要
研
究
部
長
そ
の
他
各
研
究
会
指
導
者
、
研
究
部
は
杉
本
栄
一

総
務
部
長
、
山
田
雄
三
研
究
部
長
、
幹
事
長
、
研
究
部
幹
事
、
研
究
部
常
任
委
員

及
東
亜
班
幹
事

が
責
任
者
と
し
て
当
た
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ら
の
連
絡
に
よ
つ
て
各
研
究
会
指

導
教
授
は
テ
ー
マ
を
明
示
し
て
新
た
に
メ
ン
バ
ー
を
募
集
す
る
も
の
で
あ
る
。
目

下
各
研
究
所
指
導
者
は

支
那
問
題
研
究
会
…
・
－
赤
松
教
授
、
小
田
橋
、
大
平
両
助
教
授
、
阿
部
、
内
田
両

研
究
員

満
州
問
題
研
究
会
…
－
赤
松
、
杉
本
、
佐
藤
教
授
、
泉
研
究
員

南
方
問
題
研
究
会
・
－
－
赤
松
、
山
中
教
授
、
小
田
橋
、
板
垣
助
教
授

に
内
定
し
て
居
り
、
来
月
早
々
に
各
研
究
会
で
は
テ
ー
マ
を
発
表
し
て
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
研
究
指
導
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
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G
①
研
究
所
出
題
に
新
傾
向

　
懸
賞
論
文
の
要
項
決
る

　
東
亜
班
で
三
科
か
ら
募
集

現
下
喫
緊
の
問
題
た
る
大
東
亜
共
栄
圏
確
立
の
学
問
的
研
究
を
助
長
す
べ
く
、
更

に
学
部
報
国
団
活
動
の
内
面
的
強
化
の
一
環
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
研
究
部
拡

充
策
の
一
つ
と
し
て
既
報
の
如
く
東
亜
班
で
は
東
亜
経
済
研
究
所
に
依
嘱
し
て
三

部
科
か
ら
懸
賞
論
文
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
つ
た
が
、
研
究
所
で
は
去
る
十
二
日

（
水
）
赤
松
研
究
部
長
以
下
各
委
員
参
集
し
て
同
懸
賞
論
文
に
関
し
種
々
協
議
の

結
果
左
の
如
き
題
目
並
に
募
集
要
項
を
決
定
し
た
。

論
文
題
目
－
・

一
、
満
月
問
題

　
A
満
州
農
業
と
日
本
経
済
の
関
連

　
B
滴
州
に
於
る
糧
桟
の
金
融
的
機
能
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二
、
支
那
聞
題

　
A
日
支
貿
易
の
統
制
機
構

　
B
支
那
工
業
化
の
前
途

三
、
南
方
問
題

　
A
日
仏
印
経
済
提
携
の
基
本
的
考
察

　
B
南
洋
華
僑
の
経
済
的
地
位
と
そ
の
将
来

締
切
期
日
…
明
年
四
月
末
日

賞
金
－
一
等
（
一
名
）
百
五
十
円
、
二
等
（
二
名
）
各
八
十
円
、
三
等
（
三
名
）

各
三
十
円

募
集
範
囲
…
学
部
、
予
科
、
專
門
部

な
ほ
今
回
の
懸
賞
論
文
は
研
究
所
の
学
生
派
遣
と
は
別
で
あ
る
が
当
選
者
で
派
遣

を
希
望
す
る
も
の
は
当
然
詮
衡
の
参
考
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
見
ら
れ

る
。然

し
て
今
回
の
懸
賞
論
文
は
先
の
研
究
部
募
集
の
も
の
と
は
異
り
出
題
者
審
査
員

を
個
人
教
授
と
は
せ
ず
研
究
所
と
し
て
出
題
に
当
て
も
研
究
所
委
員
問
に
協
議
し

て
決
定
し
た
も
の
で
各
問
題
問
に
連
絡
を
持
ち
出
題
に
新
方
針
が
と
ら
れ
て
ゐ
る

点
は
注
目
さ
れ
て
ゐ
る
賞
金
に
つ
い
て
は
今
回
一
応
右
の
様
に
決
定
し
た
が
、
こ

れ
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
こ
と
、
、
研
究
所
側
で
東
亜
班
研
究
会
の
成
果
如
何

に
よ
つ
て
は
助
成
金
を
も
出
そ
う
と
す
る
意
図
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
。

　
　
問
題
の
ポ
イ
ン
ト

東
亜
班
の
懸
賞
論
文
募
集
要
項
に
関
し
て
は
別
項
の
通
り
で
あ
る
が
、
問
題
の
キ

ー
・
ポ
イ
ン
ト
を
研
究
所
側
に
き
く
。

先
づ
大
体
全
体
的
に
見
て
、
東
亜
の
現
状
認
識
と
東
亜
共
栄
圏
建
設
の
過
程
に
於

て
占
め
る
満
、
支
、
南
方
諸
国
の
地
位
を
考
慮
し
つ
、
日
本
の
国
土
計
画
の
経
済

的
考
察
を
前
提
と
し
て
個
々
の
問
題
を
取
扱
ふ
事
が
必
要
で
あ
ら
う
。

「
満
州
農
業
と
日
本
経
済
の
関
連
」
…
－
日
本
工
業
の
発
展
と
そ
れ
に
か
ら
ん
で
入

つ
て
来
た
植
民
地
と
し
て
の
満
州
の
農
業
が
如
何
な
る
関
係
に
在
る
か
、
殊
に
食

糧
問
題
を
中
心
と
し
て
考
察
す
る
場
合
に
は
朝
鮮
を
も
考
慮
に
入
れ
る
の
が
至
当

で
あ
ら
う
。

「
満
州
に
於
け
る
糧
桟
の
金
融
的
機
能
」
…
…
日
支
事
変
前
の
状
態
を
分
析
し
、
そ

こ
へ
日
本
の
統
制
経
済
が
入
つ
て
行
く
と
き
、
糧
桟
の
存
在
様
式
が
如
何
に
変
へ

ら
れ
て
行
く
か
を
論
ず
る
事
が
必
要
で
あ
ら
う
。

「
日
支
貿
易
の
統
制
機
構
」
－
－
単
に
日
本
の
政
策
的
見
地
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、

支
那
側
か
ら
見
て
何
う
云
ふ
関
係
に
在
る
か
、
又
そ
れ
が
如
何
に
運
営
さ
れ
て
屠

り
、
さ
れ
て
行
く
べ
き
か
寸
中
心
テ
ー
マ
と
言
へ
よ
う
。

「
支
那
工
業
化
の
前
途
」
・
－
－
日
支
事
変
前
迄
の
支
那
工
業
化
の
過
程
を
分
析
し
、

事
変
に
依
つ
て
如
何
な
る
影
響
を
受
け
た
か
、
又
将
来
日
本
の
経
済
政
策
的
見
地

か
ら
考
へ
て
如
何
に
す
べ
き
か
∵
論
ぜ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

「
日
仏
印
経
済
提
携
の
基
本
的
考
察
」
－
…
軍
事
的
、
政
治
的
に
は
一
応
の
提
携
は

な
さ
れ
た
が
、
経
済
的
に
見
て
果
し
て
何
の
程
度
迄
そ
れ
を
裏
付
け
る
箏
が
出
来

る
か
と
云
ふ
事
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
ら
う
。

「
南
洋
華
僑
の
経
済
的
地
位
と
そ
の
将
来
」
－
・
－
南
洋
経
済
運
営
全
体
に
対
し
て
華

僑
の
今
迄
有
つ
て
居
た
地
位
と
、
東
亜
共
栄
圏
建
設
の
過
程
に
於
て
、
単
に
金
融
、

貿
易
の
面
の
み
な
ら
ず
、
積
極
的
に
産
業
開
発
に
華
僑
を
何
の
程
度
迄
協
力
せ
し

め
る
か
と
云
ふ
事
を
論
ず
る
の
が
適
当
し
て
屠
よ
う
。
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